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先
日
、
東
京
都
清
瀬
市
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
農

で
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る
私
た
ち
の
皆
農
宣
言
」
に

講
師
と
し
て
参
加
し
た
。
事
前
に
実
施
さ
れ
た
非
農

家
市
民
と
都
内
農
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
が

あ
っ
た
の
だ
が
、
実
に
興
味
深
か
っ
た
。

非
農
家
都
市
住
民
に
は
「
農
に
何
ら
か
の
形
で
関

わ
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
一
方
で
、
農

地
を
借
り
る
の
は
「
時
間
・
距
離
・
農
具
・
ノ
ウ
ハ

ウ
・
体
力
な
ど
を
考
え
る
と
管
理
を
継
続
し
て
い
く

の
は
不
安
」
と
い
う
声
が
多
く
、
逆
に
、
農
業
者
で

は
、
農
地
を
借
り
た
い
都
市
住
民
に
「
条
件
次
第
で

は
農
地
を
貸
す
こ
と
も
検
討
す
る
」
と
の
回
答
も
多

い
が
、「
基
本
的
に
は
貸
さ
な
い
。
興
味
本
位
で
は

長
く
続
か
な
い
の
で
は
」
な
ど
不
安
視
す
る
声
も
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
だ
。

農
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
、
関
わ
る
自
信
が
な
い

都
市
住
民
。
都
市
住
民
の
関
心
自
体
は
、
歓
迎
と
は

言
わ
な
い
ま
で
も
受
け
入
れ
る
が
、
継
続
性
を
信
用

で
き
な
い
農
業
者
と
い
う
図
式
で
、
こ
の
両
者
の
距

離
を
ど
う
縮
め
る
か
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

結
論
だ
け
言
う
と
、
都
市
住
民
が
徐
々
に
農
や
農

業
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
技
術
や
農
的
世
界
へ
の

知
識
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス

テ
ッ
プ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
一
方
で
、
そ
の
仕
組
み

を
通
じ
て
農
業
者
と
消
費
者
と
の
距
離
を
縮
め
、
農

業
者
の
消
費
者
へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
で
、
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
減
ら
す
重
要
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

こ
れ
は
現
在
の
都
市
と
農
村
の
意
識
格
差
に
関
わ

る
課
題
と
重
な
る
部
分
が
多
い
と
感
じ
る
。
あ
る
町

が
公
開
し
た
田
舎
暮
ら
し
の
心
得
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
ム

ラ
社
会
の
闇
」
と
批
判
さ
れ
た
。
ま
た
、「
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」「
ガ
ン
ニ
バ
ル
」
な
ど
、「
ム
ラ
社
会
」
の
同
調

圧
力
や
閉
鎖
性
を
取
り
上
げ
た
映
画
や
ド
ラ
マ
が
増

え
て
い
る
と
の
記
事
が
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
ム
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、「
原
子
力
ム
ラ
」「
永
田

ム
ラ
」と
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
使
わ
れ
る
。一
方
で「
む

ら
」
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）」「
相
互
扶
助
」

な
ど
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

「
ム
ラ
」
と
「
む
ら
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
差
は
大
き
く
、

都
市
と
農
村
の
意
識
格
差
が
開
く
ほ
ど
、そ
の
イ
メ
ー

ジ
格
差
も
増
幅
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

で
あ
れ
ば
、「
む
ら
」
の
魅
力
や
価
値
を
、
農
村

に
関
心
の
あ
る
都
市
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
に

は
、
や
は
り
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
徐
々

に
関
係
を
近
づ
け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。
多
少
の
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
そ
れ
で
互
い
に

背
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
両
者
の
距
離
を
縮

め
る
機
会
に
活
か
せ
た
ら
と
思
う
。

秋の色に染まる童話「ごんぎつね」の里山（愛知県阿
あ

久
ぐ

比
い

町
ちょう

）

写真キャプション

「ごんぎつね」の舞台になった
といわれる権現山には、近年も
野生のキツネが生息し、童話の
世界観そのままののどかな里山
風景が広がる。山の近くを流れ
る矢勝川沿いでは、四季折々で
花が川沿いを彩り、春はサクラ
やツツジ、秋には300万本以
上の彼岸花が一斉に花をつけ、
彩りにあふれた風景が広がる。

都
市
住
民
と
「
む
ら
」
と
「
ム
ラ
」

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
明
治
大
学
客
員
教
授

榊さ
か
き

田だ

　
み
ど
り

政

策

政

策

情

報

随

想
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

－

官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て

－

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局　

参
事
官
白
水
伸
英
・
河
野
昂
平
…
⑵

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
事
業
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

電
力
・
ガ
ス
事
業
部
放
射
性
廃
棄
物
対
策
課
長　

下
堀
友
数
…
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
��������������������������

























⑽

い
な
み
野
台
地
の
歴
史

－

水
を
も
と
め
て

－
������





兵
庫
県
稲
美
町
長　

中
山
哲
郎
…
⑾
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

全
国
で
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
の
社
会
課
題
が
複
雑
化
し
て
い

る
中
で
、
地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
（
民
）
の
力
を
活
用
し
、
官
民

連
携
に
よ
り
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
等
か
ら
、
地
域
の
社
会
課
題

の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
・
人

材
も
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
民
間
の
資

金
や
人
材
を
地
方
に
還
流
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
）
は
、「
民
」
の
力
を
寄
附
を
通

じ
て
活
用
し
、
官
民
連
携
に
よ
り
地
方
創

生
の
実
現
を
図
る
取
組
と
し
て
平
成
28
年

度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
制
度
概
要
を
は
じ
め
、
近
年
の
寄
附
実

績
や
寄
附
の
活
用
事
例
、「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
活
用
促
進
に
向
け
た
国
の

取
組
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆

者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
筆
者
の
所

属
す
る
内
閣
府
の
公
式
的
な
考
え
方
で
は

な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

２２
．．「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」の
概
要

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」の
概
要

⑴
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
）
は
、
平
成
28
年
度
に
新
た
な
民

間
資
金
（
寄
附
）
の
流
れ
を
創
出
し
、
地

方
創
生
に
取
り
組
む
地
方
を
応
援
す
る
た

め
に
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
特
例
措
置
と

し
て
創
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強

化
に
向
け
、
地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
を
飛

躍
的
に
高
め
る
観
点
か
ら
、
適
用
期
限
を

５
年
間
延
長
（
令
和
６
年
度
ま
で
）
す
る

と
と
も
に
、
法
人
住
民
税
、
法
人
事
業
税
、

法
人
税
の
税
額
控
除
の
割
合
を
寄
附
額
の

最
大
３
割
（
平
成
28
年
～
令
和
元
年
度
ま

で
）か
ら
最
大
６
割
の
２
倍
に
引
き
上
げ
、

損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効
果
と
合
わ
せ

て
、
税
の
軽
減
効
果
を
寄
附
額
の
最
大
約

９
割
と
し
た
ほ
か
、
国
に
よ
る
地
域
再
生

計
画
の
認
定
後
、「
寄
附
（
受
入
れ
）
の

金
額
の
目
安
」
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
事

業
費
確
定
前
の
寄
附
の
受
領
を
可
能
に

す
る
な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
等
が
行
わ

れ
た
。

活
用
の
流
れ
と
し
て
は
、
①
地
方
公
共

団
体
が
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
、
②
策

定
し
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
も
と
に
、
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
地
域
再
生
計
画
を

作
成
、
③
内
閣
府
が
各
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
作
成
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
を
認

定
、
④
企
業
が
賛
同
で
き
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
」
に
寄

附
し
、地
方
公
共
団
体
は
受
領
証
を
交
付
、

⑤
企
業
が
受
領
証
を
も
と
に
、
地
方
公
共

団
体
や
税
務
署
に
対
し
て
本
税
制
の
適
用

が
あ
る
旨
を
申
告
・
税
額
控
除
と
な
る
。

（
資
料
１
）

⑵
寄
附
の
要
件

寄
附
の
下
限
額
は
10
万
円
と
低
め
の
金

額
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
企

業
が
寄
附
で
き
る
よ
う
制
度
設
計
を
行
っ

て
い
る
。

一
方
で
、
企
業
の
本
社
が
所
在
す
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
対
象
と
な
ら
な

い
。
本
社
と
は
、地
方
税
法
に
お
け
る「
主

た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
が
所
在
す
る
地

方
公
共
団
体
」
を
指
し
て
お
り
、
既
に
納

税
な
ど
の
形
で
十
分
貢
献
し
て
い
る
こ
と

等
か
ら
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

優
遇
措
置
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
Ａ
県
Ｂ
市
に
本
社
が
所
在
し
て
い
る

場
合
に
は
、
Ａ
県
と
Ｂ
市
へ
の
寄
附
は
本

制
度
の
対
象
外
と
な
る
。

ま
た
、
三
大
都
市
圏
の
既
成
市
街
地
等

に
所
在
す
る
市
区
町
村
に
つ
い
て
も
、
自

主
財
源
に
よ
る
事
業
執
行
が
可
能
な
財
源

超
過
団
体
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
対
象
外
と

「企業版ふるさと納税」「企業版ふるさと納税」
－官民連携による地方創生の実現を目指して－－官民連携による地方創生の実現を目指して－
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し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
地
方
公
共
団
体
と
企
業
の

間
で
健
全
な
寄
附
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
担

保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
、
寄
附

を
行
う
企
業
に
対
し
て
、
寄
附
の
代
償
と

し
て
経
済
的
な
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
寄
附

の
代
償
と
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
や
入
札
や
許
認
可
に
お
い
て
便
宜
の
供

与
を
行
う
こ
と
等
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
６
月
に
、

一
問
一
答
形
式
で
の
解
説
（「
寄
附
を
行

う
こ
と
の
代
償
と
し
て
経
済
的
な
利
益
を

供
与
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
解
説
）
を

作
成
し
て
お
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
公
表
し
て
い
る
の

で
、
ご
関
心
が
あ
る
場
合
は
併
せ
て
そ
ち

ら
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
人
材
派
遣

型
）」
に
つ
い
て

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
人
材
派
遣

型
）」
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕

組
み
を
活
用
し
て
、
専
門
的
知
識
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
の
人
材
の
地
方
公
共

団
体
等
へ
の
派
遣
を
促
進
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
地
方
創
生
の
よ
り
一
層
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
２
年

10
月
に
創
設
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
企

業
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄

附
が
あ
っ
た
年
度
に
、
当
該
企
業
の
人
材

が
、
寄
附
活
用
事
業
に
従
事
す
る
地
方
公

共
団
体
の
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合

や
、
地
域
活
性
化
事
業
を
行
う
団
体
等
で

あ
っ
て
、
寄
附
活
用
事
業
に
関
与
す
る
も

の
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
を

い
う
。

地
方
公
共
団
体
側
と
し
て
は
、
人
件
費

を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
専
門
的
知
識
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
当
該
人
材
に
寄
附
活
用
事

業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
方
創
生
の
取
組
を
よ
り
一
層

充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
企
業
側
と
し

て
は
、
派
遣
し
た
人
材
の
人
件
費
相
当
額

を
含
む
事
業
費
の
寄
附
に
よ
り
、
法
人
関

係
税
の
軽
減
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
派
遣

し
た
人
材
が
事
業
に
参
画
す
る
こ
と
で
企

業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
る
地
域
貢
献
が

し
や
す
く
な
っ
た
り
、
人
材
育
成
の
機
会

と
し
て
活
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体

は
寄
附
企
業
の
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と

及
び
当
該
人
材
の
受
入
期
間
を
対
外
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
る
透
明
性
の
確

保
や
寄
附
企
業
へ
の
経
済
的
利
益
供
与

の
禁
止
、
地
域
再
生
計
画
に
記
載
す
る

効
果
検
証
の
実
施
等
に
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

企業版ふるさと納税

地方公共団体が行う地方創生の取組に対する企業の寄附について法人関係税を税額控除

活用の流れ

～Ｒ１年度
（税額控除
最大３割）

拡充 

（税額控除

最大３割）

寄附額

損金算入
約３割

通常の寄附

企業
負担

(約１割)

制度のポイント

○ 企業が寄附しやすいよう、

・損金算入による軽減効果に税額控除による軽減効果を上乗せ

・寄附額の下限は10万円と低めに設定

○ 寄附企業への経済的な見返りは禁止

○ 寄附額は事業費の範囲内とすることが必要
※ 以下の地方公共団体は対象外。

①不交付団体である東京都
②不交付団体で三大都市圏の既成市街地等に所在する市区町村

※ 本社が所在する地方公共団体への寄附は対象外。

企業が所在する自治体
（法人住民税・法人事業税）

企業

④寄附

内閣府

③計画の認
定

地域再生計画
○○市

総合戦略

・○○事業

・△△事業

・◇◇事業

⑤税額控除

①地方公共団体が
地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を
基に、地方公共団体が
地域再生計画を作成

国
（法人税）

例）1,000万円寄附すると、最大約900万円の法人関係税が軽減。

①法人住民税 寄附額の４割を税額控除。
（法人住民税法人税割額の20％が上限）

②法人税 法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額控除。
ただし、寄附額の１割を限度。（法人税額の５％が上限）

③法人事業税 寄附額の２割を税額控除。（法人事業税額の20％が上限）

Ｒ２年度～

◆ 地域再生計画の認定を受けた地方公共団体の数：46道府県1,564市町村（令和５年８月18日時点) 0
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３３
．．「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

寄
附
実
績
・
活
用
事
例

寄
附
実
績
・
活
用
事
例

⑴
寄
附
実
績

令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
税
額
控

除
割
合
の
引
き
上
げ
以
降
、
金
額
・
件
数

と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
の
寄
附
実
績
は
対
前
年
度
か
ら
約

１
・
５
倍
と
な
っ
て
い
る
（
金
額
は
対
前

年
度
比
約
１
・
５
倍
の
３
４
１
・
１
億
円
、

件
数
は
同
約
１
・
７
倍
の
８
３
９
０
件
）。

ま
た
、
寄
附
企
業
数
も
寄
附
額
同
様
に
、

令
和
４
年
度
は
対
前
年
比
約
１
・
５
倍
と

な
っ
て
い
る
（
寄
附
企
業
数
は
対
前
年
度

比
約
１・５
倍
の
４
６
６
３
社
）。（
資
料
２
）

⑵
寄
附
の
活
用
事
例

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
寄

附
を
財
源
と
し
、
例
え
ば
、
徳
島
県
神
山

町
で
は
、「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
の
設

立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
制
度

の
整
備
に
よ
る
一
部
授
業
料
無
償
化
も
行

い
、新
た
な
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
大
樹
町
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
や
滑
走
路
を
備
え
た
宇
宙
港
「
北

海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）」

を
整
備
し
、
町
内
に
宇
宙
関
連
産
業
と
い

う
新
た
な
産
業
を
つ
く
り
、若
者
の
就
職
・

移
住
に
つ
な
げ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
関
係

⼈⼝

の
創
出
や
、
町
内
外
の
企
業
と
協
働

し
環
境
負
荷
を
下
げ
る
商
品
展
開
や
仕
組

み
の
開
発
等
、
全
国
の
町
村
に
お
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
人
材
派

遣
型
）」
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
山
形

県
舟
形
町
で
は
、
Ｉ
Ｔ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

し
た
企
業
人
材
が
町
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

員
と
し
て
従
事
し
、
庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
町
民
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
貢

献
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
お
い

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
３
）

４４
．．「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

活
用
促
進
に
向
け
た
国
の
取
組

活
用
促
進
に
向
け
た
国
の
取
組

国
に
お
い
て
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
企
業
が
事
業
を
検

索
し
や
す
い
よ
う
分
野
別
の
寄
附
募
集
事

業
一
覧
の
掲
載
や
事
業
の
紹
介
動
画
へ
の

リ
ン
ク
の
掲
載
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ

つ
、
寄
附
意
向
の
あ
る
企
業
と
地
方
創
生

に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
会
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

令
和
３
年
10
月
に
は
「
内
閣
府
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
制
度
を
創
設
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
会

の
参
加
者
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
や
相
談
会
の
開

催
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
が
主

催
す
る
研
修
会
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
等
も
行
っ
て
お
り
、「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
活
用
促
進
に
向
け
、
さ

○ 令和４年度の寄附実績は、令和２年度税制改正による税額控除割合の引上げ等もあり、前年度に引き続き

金額・件数ともに大きく増加（金額は前年比約1.5倍の341.1億円、件数は約1.7倍の8,390件）

○ 一層の活用促進に向け、引き続き関係府省とも連携し、企業と地方公共団体とのマッチング会を開催すると

ともに、寄附の獲得に向けた企業への訴求力・提案力の強化を図るための研修会等を実施

7.5億円
23.6億円 34.8億円 33.8億円

110.1億円

225.7億円

341.1億円

517件
1,254件 1,359件 1,327件

2,249件

4,922件

8,390件

0件

1000件

2000件

3000件

4000件

5000件

6000件

7000件

8000件

9000件

0億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

300億円

350億円

H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４

寄附総額と寄附件数の推移

寄附額(億円) 寄附件数(件)

企業版ふるさと納税に係る令和４年度寄附実績について

区分 H28年度
（初年度）

H29年度 H30年度 R元年度
R２年度
（税制改正の

施行）

R３年度 R４年度 合計

寄附額
（対前年度増加率）

7.5億円
23.6億円
（＋215％）

34.8億円
（＋48％）

33.8億円
（△３％）

110.1億円
（＋226％）

225.7億円
（＋105％）

341.1億円
（＋51％）

776.5億円

寄附件数
（対前年度増加率）

517件
1,254件

（＋143％）
1,359件
（＋８％）

1,327件
（△２％）

2,249件
（＋69％）

4,922件
（＋119％）

8,390件
（＋70％）

20,018件

（税制改正の施行）（初年度）

寄附額が※寄附額については、端数処理しているため、内訳と合計が一致しない場合があります。
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ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

５５
．．��「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の　

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の　

Ｋ
Ｐ
Ｋ
Ｐ
ＩＩ

こ
れ
ま
で
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
令
和
元
年
12
月

20
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

に
つ
い
て
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
こ
と
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
の

数
」
を
「
１
０
０
０
団
体
」（
平
成
28
年

～
令
和
６
年
度
累
計
）
と
し
て
い
た
が
、

令
和
３
年
度
実
績
で
こ
れ
を
上
回
っ
た
こ

と
か
ら
（
平
成
28
年
～
令
和
３
年
度
累
計

で
１
０
２
８
団
体
）、
新
た
な
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」（
令

和
４
年
12
月
23
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
こ

れ
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
同
「
１
５
０
０

団
体
」（
令
和
９
年
度
ま
で
）
と
す
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
企
業

と
地
方
公
共
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
な
ど
、「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
促
進
に
向
け
た

取
組
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

６６
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

以
上
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

制
度
概
要
や
寄
附
の
活
用
事
例
等
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
た
が
、
町
村
長
各
位
並
び

に
町
村
職
員
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
本

記
載
を
参
考
と
し
て
、「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
の

社
会
課
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
中
で
、
全

国
各
地
で
地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
従
来
の
取
組
に
加
え
、
民
間
の

力
を
活
用
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
取
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
取
組
を
推
進
さ
せ
る
手
段
と
し

て
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
非
常

に
効
果
的
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
各
地

域
の
地
方
創
生
の
深
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

お
問
合
せ
先

内
閣
府 

地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話
：
０
３
–６
２
５
７
–１
４
２
１

メ
ー
ル
：�kigyou-furusato@

 
cas.go.jp

○ 令和５年４月開校の「神山まるごと高専」の設立を支援。高専では、ソフトウェアやＡＩなどのテクノロジー、
デザイン、起業家精神を学べるほか、寄附を活用して奨学金制度を整備することで、一期生の授業料無償化を実現。

○ 中山間地域の過疎の町でありながら、サテライトオフィスの進出により「地方創生の聖地」と呼ばれる当町に、
初めてサテライトオフィスを設置した会社の社長がプロジェクトを立ち上げるなど、これまでの地方創生の取組の
積み重ねが新たな価値の創造につながった。

○ 学校設立により５年間で200人の学生及び20人程度の教職員が転入する見込みであり、町が掲げるＫＰＩ達成
に大きく寄与。

北海道大樹町

徳島県神山町

寄附実績︓910,600千円（R4.12月時点）

寄附実績︓1,225,480千円（R4.12月時点）

北海道宇宙サミット2022

「神山まるごと高専」校舎及び寮

○ 大樹町や地元企業が出資して設立した運営会社とともに、ロケット発射場や滑走路を備えた宇宙港
「北海道スペースポート（ＨＯＳＰＯ）」を整備する。スペースポートを中核に航空宇宙関連産業を集積させ、
北海道における産業推進と地域活性化を図る。

○ 令和３年度においては目標としていた５億円を大きく上回る寄附を受け入れ、令和４年９月には小型人工衛星
打上げ用の新たなロケット発射場の建設を開始。

○ 寄附等を通じてつながりをもった80近い企業等をサポーターとして組織し、定期的にプロジェクトの進捗を報
告するなど、継続的な関係を構築。町内の宇宙関連産業に若者が就職・移住することで、人口減に歯止めがかか
り始めている。

「企業版ふるさと納税」寄附活用事例

(株)宮崎太陽銀行 ⇒ 奥霧島地域商社ツナガルたかはる(株)（官民連携産業創出事業）

人材派遣に係る連携協定式

○ 高原町、(株)宮崎太陽銀行、(株)宮崎太陽キャピタル、奥霧島地域商社ツナガルたかはる(株)との４者連携協定を
締結し、企業版ふるさと納税（人材派遣型）を活用した官民連携プロジェクトを実施。

○ 企業戦略マネージャーとして地域商社に派遣された人材が、民間の専門的知識やノウハウを活かして、地域商社
の運営支援（経理、総務などの会社基盤構築等）や地域資源を生かした新商品開発、観光資源を生かした収益モデ
ル構築等の業務に従事することで、地域商社の安定的な運営や発展に結び付いている 。

〇 現在は、ゼネラルマネージャーとして地域商社全体を統括し、併せて地域各団体との調整役も担っている。

資料３

リングロー株式会社 ⇒ 山形県舟形町（デジタルファースト推進事業）

○ 廃校活用事業を契機に包括連携協定を締結し、より一層広範な連携のため人材派遣を実施。
○ 派遣人材は、IT企業のノウハウを活かし、町デジタル活用支援員としてデジタルファースト推進室に従事し、
庁内のデジタル化や町民のITリテラシーの向上に貢献。「誰一人取り残されない」社会を実現するため、
デジタル人材の育成や町民のデジタルデバイド解消に向けた環境整備を積極的に実施。

包括連携協定式

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
９
月
25
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
５
５
号
は
10
月
２
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

わ
が
国
で
は
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た
り

原
子
力
を
利
用
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ
に

伴
い
発
生
し
た
使
用
済
燃
料
が
、
全
国
の

原
子
力
発
電
所
等
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
よ
り
発
生

す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
人
々

の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
地

層
処
分
（
最
終
処
分
）
す
る
方
針
で
す
。

最
終
処
分
の
実
現
に
向
け
て
は
、
廃
棄
物

を
発
生
さ
せ
た
現
世
代
が
将
来
世
代
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
、
国
が
前
面
に

立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
最
終
処
分
事
業
の

実
現
が
社
会
全
体
の
利
益
で
あ
る
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
そ
の
実
現
に
貢
献
す
る
地

域
に
対
す
る
敬
意
や
感
謝
の
念
が
、
広
く

国
民
の
皆
さ
ま
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
７
月
、
国
が
「
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
、こ
れ
を
契
機
に
、

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
以
下
、「
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
」）
と
と
も
に
全
国
で
対
話
活
動

を
展
開
し
て
き
た
中
、２
０
２
０
年
11
月
、

北
海
道
寿
都
町
と
神
恵
内
村
に
お
い
て
、

文
献
調
査
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
現
在
も
調
査
及
び
地
域
対
話
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、「
特
定
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、「
最
終
処
分
法
」）
に
基
づ
き
、

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
全
国
の
で

き
る
だ
け
多
く
の
地
域
で
文
献
調
査
を

実
施
し
、
段
階
的
な
調
査
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
つ
つ
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

２２
．
最
終
処
分
法
の
制
定

．
最
終
処
分
法
の
制
定

最
終
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
子

力
発
電
の
利
用
が
始
ま
る
１
９
６
６
年
よ

り
も
前
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
１
９
９
９
年
に
は
、
旧
・
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
開
発
機
構
（
現
・
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
）
か
ら
、
専
門
家
や
研
究
機

関
に
よ
る
20
年
以
上
の
調
査
研
究
を
踏
ま

え
た
報
告
書
「
わ
が
国
に
お
け
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
の
技
術
的
信

頼
性
―
地
層
処
分
研
究
開
発
第
２
次
取
り

ま
と
め
―
」
が
公
表
さ
れ
、
日
本
に
お
い

て
も
地
層
処
分
を
事
業
と
し
て
進
め
る
た

め
の
技
術
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
技
術
的

な
検
討
と
並
行
し
、
立
地
選
定
プ
ロ
セ
ス

や
処
分
実
施
主
体
等
の
在
り
方
等
の
制
度

的
な
検
討
が
行
わ
れ
た
結
果
も
踏
ま
え
、

最
終
処
分
法
が
２
０
０
０
年
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

最
終
処
分
法
で
は
、
①
処
分
実
施
主

体
た
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
、
②
段
階
的

な
処
分
地
選
定
調
査
プ
ロ
セ
ス
（
文
献

調
査
、
概
要
調
査
、
精
密
調
査
）、
③
基

本
方
針
及
び
最
終
処
分
計
画
の
策
定
、

④
電
気
事
業
者
等
に
よ
る
原
子
力
発
電

電
力
量
等
に
応
じ
た
処
分
費
用
の
拠
出

等
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の

た
め
の
制
度
的
な
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

３３
．
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
の
公
表

．
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
の
公
表

科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
（
図

－

１
）
は
、

地
層
処
分
に
関
す
る
地
域
の
科
学
的
特
性

に
つ
い
て
、
火
山
や
活
断
層
等
に
関
す
る

既
存
の
全
国
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
一
定
の

要
件
・
基
準
に
従
っ
て
客
観
的
に
４
色
に

色
分
け
し
た
全
国
地
図
で
す
。
火
山
や
活

断
層
な
ど
好
ま
し
く
な
い
特
性
が
あ
る
地

域
を
オ
レ
ン
ジ
で
、
地
下
に
有
用
鉱
物
資

源
が
あ
る
な
ど
将
来
人
間
が
近
づ
く
リ
ス

ク
が
あ
る
地
域
を
シ
ル
バ
ー
で
、
そ
れ
以

外
の
場
所
を
、
地
層
処
分
に
好
ま
し
い
特

性
が
確
認
で
き
る
可
能
性
が
高
い
地
域
と

し
て
グ
リ
ー
ン
で
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
海
岸
か
ら
の
距
離
が
20
㎞
以
内
の
地

域
は
、
輸
送
面
で
も
好
ま
し
い
場
所
と
し

て
濃
い
グ
リ
ー
ン
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
の
濃
い
グ
リ
ー
ン
が
、国
土
の
約
３
割
、

一
部
で
も
含
ま
れ
る
自
治
体
数
は
約
９
０

０
あ
り
、
日
本
で
も
地
層
処
分
に
好
ま
し

い
特
性
が
確
認
で
き
る
可
能
性
が
高
い
地

質
環
境
が
広
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
わ

高レベル放射性廃棄物の高レベル放射性廃棄物の
最終処分事業と今後の取組について最終処分事業と今後の取組について

経済産業省 資源エネルギー庁経済産業省 資源エネルギー庁
電力・ガス事業部 放射性廃棄物対策課長　下堀 友数電力・ガス事業部 放射性廃棄物対策課長　下堀 友数
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か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
の
公
表
は
、
あ
く

ま
で
も
、
科
学
的
な
情
報
を
客
観
的
に
提

供
し
、
地
層
処
分
と
い
う
処
分
方
法
の
仕

組
み
や
わ
が
国
の
地
下
環
境
等
に
関
す
る

国
民
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
自
治
体
に
も
処
分

場
等
の
受
け
入
れ
の
判
断
を
お
願
い
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
そ
の
場

所
で
安
全
な
地
層
処
分
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

理
解
を
得
な
が
ら
実
施
す
る
処
分
地
選
定

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
詳
し
く
調
査
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４４
．
文
献
調
査
の
開
始

．
文
献
調
査
の
開
始

２
０
１
７
年
に
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
を

公
表
し
て
か
ら
、
地
層
処
分
に
つ
い
て
全

国
の
皆
さ
ま
に
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
福
島
県
を

除
く
全
国
各
地
で
１
７
０
回
以
上
の
説
明

会
を
実
施
す
る
な
ど
様
々
な
対
話
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
層
処
分
事
業
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
北
海
道
寿
都
町
と

神
恵
内
村
で
２
０
２
０
年
11
月
に
文
献
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。

寿
都
町
に
お
い
て
は
、
町
が
議
員
や
産

業
団
体
等
を
交
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
議
論

や
、
町
の
将
来
を
考
え
る
中
で
、
文
献
調

査
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
町
議

会
で
の
議
論
や
住
民
説
明
会
等
を
経
て
、

文
献
調
査
に
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
恵
内
村
に
お
い
て
は
、
北
海
道
電
力

泊
発
電
所
の
隣
接
地
域
で
あ
る
と
こ
ろ
、

村
の
商
工
会
か
ら
村
議
会
に
文
献
調
査
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
請
願
書
が
提
出
さ

れ
、
そ
の
後
、
住
民
説
明
会
等
を
経
て
請

願
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

か
ら
村
へ
の
文
献
調
査
実
施
の
申
し
入
れ

を
受
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５５
．
処
分
地
選
定
プ
ロ
セ
ス

．
処
分
地
選
定
プ
ロ
セ
ス

最
終
処
分
法
上
の
調
査
は
、文
献
調
査
、

概
要
調
査
、
精
密
調
査
を
経
て
、
最
終
処

分
施
設
建
設
地
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
図

－

２
）。
こ
の
全
調
査
期
間

に
わ
た
っ
て
、
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

む
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

文
献
調
査
は
、
全
国
規
模
の
文
献
や

デ
ー
タ
に
加
え
て
、
地
域
固
有
の
文
献
や

デ
ー
タ
を
調
査
・
分
析
し
て
情
報
提
供
を

行
い
、
地
域
に
お
け
る
理
解
の
促
進
を
図

る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
対
話
活
動
の
一

環
で
す
。

次
の
概
要
調
査
に
進
も
う
と
す
る
場
合

に
は
、
都
道
府
県
知
事
と
市
町
村
長
の
意

見
を
聴
き
、
こ
れ
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
都

道
府
県
知
事
ま
た
は
市
町
村
長
の
意
見
に

反
し
て
、
先
へ
進
む
こ
と
は
な
く
、
仮
に

反
対
の
意
見
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
市

町
村
は
最
終
処
分
法
上
の
処
分
地
選
定
プ

ロ
セ
ス
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
文
献
調
査
の
実
施
地
域
に
は
、

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制
度
で
の
支

援
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
文
献
調
査
自

体
は
机
上
調
査
で
あ
り
、
い
わ
ば
対
話
活

動
の
一
環
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
負
担
を
お
か
け
す

る
場
合
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

制
度
は
、
国
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
敬

意
と
感
謝
を
示
し
、
地
域
の
発
展
と
住
民

の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
な
お
、
仮
に
、
次
の
概
要
調
査

に
進
ま
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
文
献
調
査

で
得
ら
れ
た
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
対
話
活

動
で
得
ら
れ
た
経
験
は
、
他
地
域
で
の
文

献
調
査
に
も
活
用
可
能
と
考
え
て
い
る
た

め
、
交
付
金
の
意
義
は
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

６６
．
今
後
の
取
組

．
今
後
の
取
組

昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

図－１

経済産業省資源エネルギー庁 HP　科学的特性マップ公表用 
サイト　https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_ 
and_gas/nuclear/rw/kagakutekitokuseimap/maps/
kagakutekitokuseimap.pdf
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議
等
を
通
じ
て
、
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
原
発
の
再
稼
働
や
運

転
期
間
の
延
長
、
次
世
代
革
新

炉
の
開
発
・
建
設
等
に
関
す
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
使

用
済
燃
料
の
再
処
理
に
よ
り
発

生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
は
、
こ
う
し
た

原
子
力
の
利
用
に
伴
う
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
昨
年
12
月
の
Ｇ

Ｘ
実
行
会
議
で
は
、
岸
田
総
理

か
ら
、
最
終
処
分
の
実
現
に
向

け
、
政
府
を
挙
げ
て
取
組
を
進

め
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
国
が
政
府
一

丸
と
な
っ
て
、
か
つ
、
政
府
の

責
任
で
最
終
処
分
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
べ
く
、
本
年
４

月
に
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に
関
す
る
基
本
方

針
」
の
改
定
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
国

を
挙
げ
た
体
制
構
築
、
②
国
に

よ
る
有
望
地
点
の
拡
大
に
向
け

た
活
動
強
化
、③
国
の
主
体
的
・

段
階
的
な
対
応
に
よ
る
自
治
体

の
負
担
軽
減
、
判
断
の
促
進
、

④
国
に
よ
る
地
域
の
将
来
の
持

続
的
発
展
に
向
け
た
対
策
の
強

化
で
す
（
図

－

３
）。

１．国を挙げた体制構築
○関係府省庁連携の体制構築
・「最終処分関係閣僚会議」のメンバーを拡充。
・「関係府省庁連絡会議」（本府省局長級）及び「地方支
分部局連絡会議」（地方支分部局長級）を新設。

○国・NUMO・電力の合同チームの新設/全国行脚
・国（経産省、地方支分部局）が主導し、地元電力・
NUMO協働で全国行脚（100以上の自治体を訪問）。
・処分事業主体であるNUMOの地域体制を強化。

２．国による有望地点の拡大に向けた活動強化
○国から首長への直接的な働きかけの強化
・国主導の全国行脚（再掲）、全国知事会等の場での働き
かけ。

○国と関係自治体との協議の場の新設
・関心や問題意識を有する首長等との協議の場を新設
（順次、参加自治体を拡大）。

３．国の主体的・段階的な対応による自治体の負担軽減、判断の促進
○関心地域への国からの段階的な申入れ
・関心地域を対象に、文献調査の受け入れ判断の前段階から、地元関係者（経済団体、議会等）に対し、国から、様々なレベ
ルで段階的に、理解活動の実施や調査の検討などを申し入れ。

４．国による地域の将来の持続的発展に向けた対策の強化
○関係府省庁連携による取組の強化
・文献調査受け入れ自治体等を対象に、関係府省庁で連携し、最終処分と共生する地域の将来の持続的発展に向けた各種施
策の企画・実施。

～国は、政府一丸となって、かつ、政府の責任で、最終処分に向けて取り組んでいく～
「特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針」改定のポイント（4.28閣議決定）

厚労、農水、国交、
環境、地方創生

注：国からの申し入れは別途行う。

図－３ 改定基本方針の概要

図－２ 処分地の選定プロセス

（ボーリング調査） （地下施設での調査・試験）

（
意
見
に
反
し
て
先
へ
進
ま
な
い
）

地
域
の
意
見
を
聴
く

地区
選定

文献調査

（机上調査）

施設
建設地
の選定

概要調査 精密調査

地区
選定

（
意
見
に
反
し
て
先
へ
進
ま
な
い
）

地
域
の
意
見
を
聴
く

（
意
見
に
反
し
て
先
へ
進
ま
な
い
）

地
域
の
意
見
を
聴
く

20年程度の調査期間中、放射性廃棄物は一切持ち込まない

２年程度
４年程度 14年程度

文献調査段階
期間最大
20億円

（単年度最大10億円）

概要調査段階
期間最大
70億円

（単年度最大20億円）

精密調査段階以降は
今後制度化を検討

電源立地交付金
（金額は地点毎）

市町村から応募

国の申入を市町村が受諾

又は
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具
体
的
に
は
、
①
国
を
挙
げ
た
体
制
構

築
と
し
て
、「
最
終
処
分
関
係
閣
僚
会
議
」

の
メ
ン
バ
ー
を
拡
充
し
、厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境

大
臣
、
内
閣
府
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
参

画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
に
局
長

級
で
構
成
さ
れ
る
関
係
府
省
庁
連
絡
会
議

と
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
地
方
支
分
部
局
連
絡

会
議
を
設
置
し
、
本
年
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
1
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

（
図

－

４
）。

平
行
し
て
、
地
方
支
分
部
局
連
絡
会
議

と
同
じ
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
、
国
・
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
・
電
力
事
業
者
の
合
同

チ
ー
ム
を
新
設
し
、
7
月

か
ら
、
全
国
の
地
方
公
共

団
体
等
を
個
別
訪
問
す
る

全
国
行
脚
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
最
終
処
分
に
関
す

る
最
新
の
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
関
心
地
域

に
関
し
て
は
、
説
明
や
学

習
支
援
の
ほ
か
、
地
域
共

生
に
係
る
自
治
体
の
ニ
ー

ズ
聴
取
等
を
行
い
ま
す
。

訪
問
先
は
、
科
学
的
特
性

マ
ッ
プ
の
グ
リ
ー
ン
沿
岸

部
を
中
心
に
、
少
な
く
と

も
１
０
０
自
治
体
を
当
面

の
目
標
と
し
つ
つ
、
複
数

年
か
け
て
す
べ
て
の
グ

リ
ー
ン
沿
岸
部
訪
問
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す

（
図

－

４
）。

②
国
に
よ
る
有
望
地
点

の
拡
大
に
向
け
た
活
動
強

化
と
し
て
は
、
関
心
や
問
題
意
識
を
有
す

る
自
治
体
の
首
長
等
と
の
協
議
の
場
を
設

置
し
、
最
終
処
分
を
は
じ
め
原
子
力
を
巡

る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
、
国
と
地
域
で

共
に
議
論
・
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
場
は
、
国
か
ら
文
献

調
査
の
申
し
入
れ
を
行
う
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

③
国
の
主
体
的
・
段
階
的
な
対
応
に
よ

る
自
治
体
の
負
担
軽
減
、
判
断
の
促
進
と

し
て
は
、
従
来
の
公
募
方
式
と
市
町
村
長

へ
の
調
査
実
施
の
申
し
入
れ
に
加
え
、
関

心
の
あ
る
自
治
体
の
実
情
に
応
じ
て
地
元

の
経
済
団
体
、
議
会
等
に
対
し
、
国
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
段
階
的
に
、
理
解

活
動
の
実
施
や
調
査
の
検
討
等
を
申
し
入

れ
ま
す
。

④
国
に
よ
る
地
域
の
将
来
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
対
策
の
強
化
と
し
て
は
、
文

献
調
査
受
け
入
れ
自
治
体
等
を
対
象
に
、

関
係
府
省
庁
で
連
携
し
、
最
終
処
分
と
共

生
す
る
地
域
の
将
来
の
持
続
的
発
展
に
向

け
た
各
種
施
策
の
企
画
・
実
施
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
①
の
全
国
行
脚
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
自
治
体
を
国
主

導
で
訪
問
し
、
直
接
首
長
に
対
し
て
、
最

新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
現
在
の
最
終
処

分
政
策
の
状
況
等
の
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
で
、
国
と
自
治
体
と
の
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
の
理
解
促
進
活
動
で
す
。
こ
の

た
め
、
こ
の
全
国
行
脚
で
、
文
献
調
査
の

申
し
入
れ
等
、
国
か
ら
何
か
を
押
し
つ
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
首
長
の
皆
さ

ま
と
の
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ

う
、
匿
名
性
も
適
切
に
確
保
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
を
読
ま
れ
た
町
村
長
、
役
場

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
か
ら

訪
問
に
つ
い
て
お
伺
い
が
あ
っ
た
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
を
踏
ま
え
て
ご
検

討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
も

し
ご
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
お
問
合
せ
先
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
全
国
の
皆
さ
ま
に
最
終
処

分
事
業
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
文
献
調
査
実
施
自
治

体
を
拡
大
で
き
る
よ
う
、「
改
定
基
本
方

針
」
に
沿
っ
て
、
最
終
処
分
に
向
け
た
取

組
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

�

電
力
・
ガ
ス
事
業
部　

放
射
性
廃
棄
物
対
策
課

担
当
：
桑
原	

電
話
：
０
３

－

3
5
0
1

－

1
9
9
2

�

メ
ー
ル
： bzl-s-denga-

�h
o
sh
a
seih

a
ik
ib
u
tsu
@
m
eti.

go.jp

図－４ 関係府省庁連携体制、合同チーム／全国行脚
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ぶ
ト
モ
ー

ぶ
ト
モ
ー

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
昭
和
32
年（
1
9
5

7
年
）
に
乳
用
牛
と
し
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を

導
入
し
、
55
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
年

の
前
年
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）
に
町

内
の
お
祭
り
に
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
お
ぐ
た

ん
」。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
お
り
、
杉
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緑
色

の
山
型
帽
子
に
は
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
温

泉
を
表
現
す
る
た
め
、
温
泉
マ
ー
ク
を
つ
け

て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
夢
が

い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
て
、
ピ
ン
ク
の
ハ
ー
ト

型
を
し
た
前
足
の
ひ
づ
め
で
タ
ッ
チ
さ
れ
る

と
、
心
が
ほ
っ
こ
り
温
ま
り
、
元
気
が
わ
い

て
く
る
の
だ
と
か
。
最
近
は
エ
コ
に
つ
い
て

興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
番
組
“
週
刊
お
ぐ
チ
ャ
ン
”
に
出

演
し
、
環
境
に
い
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
か
わ
い
い
笑
顔
を

振
り
ま
き
な
が
ら
、
小
国
町
の
P
R
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
に
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
公
募
を
実
施
し
、
翌

年
に
誕
生
し
た
「
ぶ
ト
モ
ー
」。
本
部
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
太
陽
と
海
と
緑
ー
観
光

文
化
の
ま
ち
』
か
ら
連
想
さ
れ
る
太
陽
の
赤
、

海
の
青
、緑
（
自
然
）
の
緑
を
メ
イ
ン
に
し
た
、

カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

頭
は
町
章
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、
全
身

で
本
部
町
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
お
腹
の
あ

た
り
に
見
え
る
黒
い
リ
ボ
ン
は
、
実
は
空
手

の
名
手
で
あ
る
「
ぶ
ト
モ
ー
」
の
黒
帯
な
の

だ
と
か
。
名
前
は
町
名
を
逆
さ
に
読
ん
だ
も

の
で
す
が
、
学
芸
と
武
芸
の
両
方
に
秀
で
て

い
る
町
民
性
を
表
す
「
武
本
部
」
に
も
あ
や

か
っ
て
い
ま
す
。
グ
ッ
ズ
や
L
I
N
E
ス
タ
ン

プ
等
も
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
沖
縄
本
部

美
ら
ま
ち
観
光
大
使
」
に
任
命
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
部
町
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
「
ぶ
ト
モ
ー
」
が

大
活
躍
。
こ
れ
か
ら
も
本
部
町
の
P
R
の
た

め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

女の子のフーちゃん（写真右）、男の子の
ユーくんともに1995年11月23日生まれ。
甘さいっぱいで優しい性格。特技は柿の
種を遠くに吹きとばすこと。それぞれ南
部町の柿畑で生まれ、劇的に出会い、恋
に落ちてからはいつも一緒。

2月24日生まれ（ジャージー牛が小国町
に初めて来た日）。おだやかでのんびり屋
さん。大きな瞳で新しいことや楽しいこ
とをすぐに発見する。趣味は温泉にのん
びりつかること。ピンクのハート型の前
足のひづめがチャームポイント。

日
本
一
早
咲
き
の
桜
の
名
所
・
八
重
岳
で
誕
生
。
誕
生
日
、

年
齢
、
性
別
は
ひ
み
つ
。
好
奇
心
旺
盛
だ
け
ど
ち
ょ
っ
ぴ

り
シ
ャ
イ
。
特
技
の
空
手
は
な
ん
と
黒
帯
！

　
平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）生
ま
れ
の「
フ
ー

ち
ゃ
ん
」
と
「
ユ
ー
く
ん
」
は
、
山
陰
地
方

最
古
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
で
す
。
平
成
20
年

（
2
0
0
8
年
）
に
、
着
ぐ
る
み
の
原
画
と
コ

ン
ビ
名
を
公
募
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
。

「
な
ん
ぶ
カ
ッ
キ
ー
ズ
」
と
い
う
コ
ン
ビ
名
が

付
き
ま
し
た
。
南
部
町
の
特
産
品
「
富
有
柿
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
て
、
柿
農
家
の
仕
事

着
を
着
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止
と
な
る
ま
で
、

毎
年
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
全
国

柿
の
種
吹
き
と
ば
し
大
会
」
は
、
旬
の
「
富

有
柿
」
を
味
わ
い
、
種
を
吹
き
飛
ば
し
て
そ

の
飛
距
離
を
競
う
と
い
う
南
部
町
の
秋
の
風

物
詩
で
、
ふ
た
り
は
応
援
団
と
し
て
毎
回
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
や
さ
し
い
笑
顔
の
癒
し

系
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
「
フ
ー
ち
ゃ

ん
」
と
「
ユ
ー
く
ん
」。「
富
有
柿
」
を
全
国

に
広
め
、
南
部
町
を
P
R
す
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
仲
良
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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稲
美
町
は
、
兵
庫
県
南
部
に
位
置
し
、

神
戸
市
、
明
石
市
、
加
古
川
市
、
三
木
市

に
囲
ま
れ
る
、
面
積
34
・
92
㎢
、
人
口
約

３
万
人
の
町
で
す
。
農
地
や
た
め
池
な
ど

の
緑
あ
ふ
れ
る
田
園
風
景
と
、
地
域
の
豊

か
な
つ
な
が
り
や
、
子
育
て
が
し
や
す
い

良
好
な
住
環
境
が
特
徴
で
す
。

地
形
は
「
い
な
み
野
台
地
」
と
呼
ば
れ

る
洪
積
台
地
で
、
大
き
な
川
や
山
は
あ
り

ま
せ
ん
。
瀬
戸
内
式
気
候
の
た
め
降
水
量

が
少
な
く
、
か
つ
て
は
農
業
用
水
の
便
が

極
端
に
悪
い
地
域
で
し
た
。
こ
の
た
め
先

人
た
ち
は
水
を
も
と
め
て
多
く
の
た
め
池

を
造
り
、
さ
ら
に
、
疏
水
事
業
に
よ
り
遠

方
か
ら
水
を
引
き
、
ま
さ
に
血
の
滲
む
努

力
の
末
に
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
現
在
の

稲
美
町
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。　
　
　

現
在
も
、
甲
子
園
の
12
倍
の
面
積
を
誇

る
兵
庫
県
内
最
大
の
加
古
大
池
や
、
兵
庫

県
内
で
は
最
古
の
白
鳳
３
年
（
西
暦
６
７

５
年
）
築
造
と
言
い
伝
え
の
あ
る
天
満
大

池
を
は
じ
め
町
内
に
大
小
88
か
所
の
た

め
池
が
点
在
し
、
た
め
池
の
面
積
は
町
の

面
積
の
実
に
約
11
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
水
を
利
用
し
、
町
内
で
は
稲

作
の
ほ
か
西
日
本
有
数
の
収
穫
量
を
誇
る

六
条
大
麦
、
ハ
ウ
ス
園
芸
や
露
地
栽
培
に

よ
る
野
菜
づ
く
り
が
盛
ん
で
、
年
間
を
通

し
て
新
鮮
な
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
農
産
物
や
特
産
品
「
い
な
み
の
メ
ロ

ン
」
は
、
町
内
の
直
売
所
に
お
い
て
も
多

く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
に
水
を
も
と
め

て
苦
労
し
て
き
た
稲
美
町
の
歴
史
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
県
内
最
古
の
天
満
大
池

が
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
白
鳳
３
年

（
西
暦
６
７
５
年
）、
万
葉
集
に
も
「
い
な

み
野
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
稲

美
町
で
は
、
時
が
進
み
江
戸
時
代
に
は
姫

路
藩
の
援
助
を
得
て
大
規
模
な
新
田
開
発

が
進
む
と
と
も
に
、
多
く
の
た
め
池
が
こ

の
頃
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

元
々
雨
が
少
な
く
、
大
き
な
川
も
無
い
地

域
で
あ
っ
た
た
め
、
米
作
り
に
必
要
な
水

を
十
分
に
得
る
こ
と
が
出
来
ず
、
度
々
、

水
を
め
ぐ
っ
て
集
落
同
士
の
争
い
が
起

こ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
古
く
か

ら
水
の
少
な
い
土
地
に
適
し
た
綿
花
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
い
な
み
野
の
地

に
も
激
動
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し

た
。
外
国
か
ら
安
い
綿
が
輸
入
さ
れ
綿
が

売
れ
な
く
な
り
、
ま
た
、「
地
租
改
正
」

に
よ
り
土
地
に
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
照
り
に
よ
る

水
不
足
が
重
な
り
、
人
々
の
暮
ら
し
は
本

当
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
米
作
り
に
必
要
な
水

を
も
と
め
て
疏
水
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
疏
水
事
業
は
い
な
み
野
台
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
淡
河
川
（
今
の
神
戸
市

北
区
）
か
ら
水
を
引
く
と
い
う
正
に
国
家

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
当
時
と
し
て

は
最
新
の
技
術
で
あ
っ
た
山
と
谷
を
越
え

る
た
め
の
サ
イ
フ
ォ
ン
工
法
、
そ
し
て
そ

れ
に
使
用
す
る
イ
ギ
リ
ス
直
輸
入
の
鉄
管

な
ど
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
住
民

が
そ
の
工
事
に
従
事
し
、
難
工
事
の
末
、

明
治
24
年
に
水
路
総
延
長
26
・
３
㎞
に
も

及
ぶ
淡
河
川
疏
水
が
完
成
し
ま
し
た
。
当

時
の
人
々
の
喜
び
は
図
り
知
れ
ず
、
耳
を

澄
ま
せ
ば
今
で
も
「
水
だ
、
水
が
き
た

ぞ
！
」と
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
淡
河
川
疏
水
に
続
い
て
山
田
川

疏
水
も
完
成
し
、
こ
の
地
域
は
一
大
穀
倉

地
帯
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
淡
河
川
・
山
田
川
疏
水
は
、
東

播
用
水
事
業
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
さ
ら

に
は
近
代
化
遺
産
と
し
て
「
世
界
か
ん

が
い
施
設
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
疏
水
事
業
を
地
元
の

人
々
と
と
も
に
推
進
し
た
の
が
、
初
代
加

古
郡
長
で
あ
る
北
条
直
正
氏
で
、
国
や
県

と
粘
り
強
く
交
渉
す
る
な
ど
し
て
人
々
の

窮
状
を
救
っ
た
の
で
す
。

北
条
直
正
氏
は
疏
水
事
業
だ
け
で
は
な

く
、
当
時
の
明
治
政
府
が
進
め
て
い
た
殖

産
興
業
に
の
っ
と
り
、
ワ
イ
ン
醸
造
を
目

指
す
日
本
で
最
初
の
国
営
の
葡
萄
園
の
誘

致
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

明
治
13
年
に
開
園
し
た
国
営
播
州
葡
萄
園

は
、
軌
道
に
の
り
か
け
た
も
の
の
明
治
18

年
に
害
虫
の
フ
ィ
ロ
キ
セ
ラ
の
発
生
や
台

風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
、
そ
の
後
の
国
の
政
策
転
換
な
ど
も

あ
っ
て
、廃
園
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
が
て
水
田
へ
と
形
を
変
え
て
、
時
の
流

れ
と
と
も
に
、
そ
こ
に
葡
萄
園
や
醸
造
場

が
あ
っ
た
こ
と
は
人
々
の
記
憶
か
ら
失
わ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
８
年
に
地
中
か
ら
醸

造
場
の
跡
地
が
、
翌
平
成
９
年
に
は
木
箱

に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
瓶
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
も
し
も
、
こ
の
一
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
成
功
し
て
い
れ
ば
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
ブ
ド
ウ

や
ワ
イ
ン
造
り
の
た
め
の
大
き
な
遺
産
と

な
っ
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
の
時
代
と
な
り
、
稲
美

町
も
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
農
業
の

担
い
手
不
足
な
ど
の
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
先
人
の
築
い
た
こ
の
稲
美
町

を
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
守
っ
て
い
き

た
い
と
決
意
を
新
た
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

い
な
み
野
台
地
の
歴
史

　
　
　

－
水
を
も
と
め
て

－

中な
か

山や
ま　

哲て
つ

郎ろ
う

兵
庫
県
稲い

な

美み

町
長
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